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0
4
年
７
月
2
5
日
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
長
で
あ
る
ア
ン

デ
ィ
・
フ
ス
ニ
・
タ
ン
ラ
教
授
に

対
す
る
外
務
大
臣
表
形
式
お
よ
び

記
念
祝
賀
会
が
、
逢
沢
一
郎
副
外

相
ご
臨
席
の
下
、
岡
山
で
開
催
さ

れ
た
。
表
彰
理
由
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
長
と
し
て
の
人

道
援
助
活
動
、
日
本
へ
の
画
学
生

の
お
世
話
、
日
本
文
化
の
啓
蒙
普

及
活
動
だ
っ
た
。
そ
し
て
忘
れ
て

な
ら
な
い
の
は
、
渡
辺
奉
勝
・
在

マ
カ
ッ
サ
ル
日
本
総
領
事
の
深
い

ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
で
あ

る
。
タ
ン
ラ
教
授
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
に
あ
る
ハ
サ

ヌ
デ
ィ
ン
大
学
の
麻
酔
科
の
教
授

で
あ
り
、
広
島
大
学
大
学
院
で
医

学
博
士
号
を
修
得
し
た
親
日
家
で

あ
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
災
害
被
災
者
や
東
テ
ィ
モ
ー

ル
難
民
の
み
な
ら
ず
、
遠
く
は
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難
民
や
イ
ラ
ン
の

大
地
震
の
被
災
者
救
援
活
動
な
ど

に
も
果
敢
に
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣

し
て
い
る
。
理
由
は
ハ
サ
ヌ
デ
ィ

ン
大
学
が
果
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
広

大
な
領
域
を
支
え
る
拠
点
大
学
で

あ
り
、
拠
点
大
学
と
し
て
の
積
極

的
な
使
命
感
の
発
露
で
あ

る
。
な
お
、
岡
山
大
学
は
農

学
部
お
よ
び
工
学
部
で
学
術

交
流
協
定
を
締
結
し
て
い

る
。
大
学
の
地
球
規
模
の
平

和
や
環
境
に
対
す
る
貢
献
は

知
性
の
最
高
学
府
と
し
て
の

責
務
で
あ
る
。
姉
妹
大
学
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ

ト
マ
ー
ク
の
協
力
体
制
は
県

国
際
貢
献
活
動
推
進
条
例
の

先
駆
け
に
な
る
予
感
が
す

る
。
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
独
立
し
た
東

テ
ィ
モ
ー
ル
の
国
造
り
に
参

加
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の

は
、
ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
学
を

バ
ッ
ク
に
し
た
タ
ン
ラ
教
授

に
率
い
ら
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
支
部
の
協
力
が
あ
る
か
ら

パ
ー
ル
支
部
そ
し
て
岡
山
の
本
部

が
支
援
す
る
計
画
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
日
本
政
府
か
ら
ユ
ニ
セ

フ
を
通
し
て
医
療
機
関
や
保
健
セ

ン
タ
ヽ
‐
‘
に
提
供
さ
れ
て
い
る
高
性

　
　
能
の
顕
微
鏡
に
よ
る
検
査
内

東ティモールの国造りへの参加

で
あ
る
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
は
同

大
卒
業
者
が
医
師
を
合
め
て
少
な

か
ら
ず
い
る
。
彼
ら
を
中
心
に
設

立
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
東
テ
ィ
モ
ー
ル

支
部
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
、
ネ

容
の
拡
充
や
、
助
産
婦
に
提

供
さ
れ
て
い
る
機
器
の
使
用

説
明
に
関
す
る
研
修
等
で
あ

る
。
驚
い
た
こ
と
に
、
近
い

将
来
に
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
首

都
で
あ
る
デ
ィ
リ
と
ハ
サ
ヌ

デ
ィ
ン
大
学
の
あ
る
マ
カ
ッ

サ
ル
間
で
ガ
ル
ー
ダ
航
空
の

子
会
社
が
直
行
使
を
運
航
す

る
計
画
が
あ
る
そ
う
だ
。
カ

ト
リ
ッ
ク
の
国
で
あ
る
東
テ

ィ
モ
ー
ル
の
奇
跡
な
の
だ
ろ

う
か
。

　
７
月
1
5
日
か
ら
1
7
日
ま
で

東
テ
ィ
モ
ー
ル
を
訪
問
し

た
。
旭
英
昭
・
駐
東
テ
ィ
モ

ー
ル
大
使
か
ら
日
本
が
東
テ

ィ
モ
ー
ル
の
国
造
り
に
参
加

す
る
意
義
を
国
益
の
視
点
か

ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
次
の
４

点
で
あ
る
。
①
国
連
主
導
の
国
造

り
を
支
援
す
る
実
績
②
国
連
加
盟

半
数
以
上
の
小
国
の
視
線
へ
の
対

応
③
国
連
総
会
一
票
の
信
頼
獲
得

④
対
立
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
閣
と

の
調
停
。
更
に
、
自
衛
隊
に
よ
る

社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
対
す
る
地

元
か
ら
の
感
謝
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ

る
技
術
移
転
、
そ
し
て
日
本
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
に
よ
る
保
健
や
農
業
分
野
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
志
向
の
す
ば

ら
し
い
活
動
現
場
を
紹
介
し
て
い

た
だ
い
た
。
「
筆
頭
援
助
国
で
あ

る
日
本
の
存
在
感
を
ま
す
ま
す

高
め
る
べ
く
尽
力
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
東
テ

ィ
モ
ー
ル
の
存
在
を
日
本
国
民

が
忘
れ
な
い
よ
う
に
協
力
し
て
ほ

し
い
」
と
要
請
さ
れ
た
。

　
東
テ
ィ
章
Ｉ
ル
訪
問
初
日
に
グ

ス
マ
ン
大
統
領
に
お
会
い
で
き

た
。
魅
力
的
な
人
柄
で
あ
る
。
そ

し
て
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
で
あ

る
。
「
大
統
領
は
一
国
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
か
ら
、
喫
煙
に
よ
る
不

健
康
に
は
気
を
つ
け
ら
れ
た
ほ
う

が
よ
ろ
し
い
の
で
は
」
と
の
医
師

と
し
て
の
私
の
助
言
に
対
し
て
、

　
「
大
統
領
は
ス
ト
レ
ス
の
シ
ン
ボ

ル
で
も
あ
り
ま
す
よ
」
と
軽
妙
な

答
え
が
返
っ
て
き
た
。
（
ア
ジ
ア

医
師
連
絡
協
議
会
代
表
）
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字
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者
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